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ては以下の4点が考えられる。まず、上述したように
停戦破棄以降、あまりに多くの犠牲者がでている点で
ある。2点目として、トルコ政府がPKKと同一視して
いる民主統一党（PYD）がシリアにおいてアメリカ
およびロシアの支援を受けるなど、その正統性を増し
ている点である。トルコ政府はPYDとPKKが連帯し
ていると考えている。3点目として、クルド政党とし
て2015年6月および11月の総選挙で初めて10％以上の
得票率を獲得し、大国民議会で議席を得た人民民主党
（HDP）とPKKの間の世俗派クルド人に対する主導権
争いが指摘されている。4点目として、単独与党の公
正発展党が民族主義政党でクルド問題の解決に否定的
な民族主義者行動党と協力関係を強めており、クルド
問題解決の重要性が公正発展党のなかで相対的に低下
している点である。
●経済的苦境に陥るクルド人居住地域
冒頭で指摘したように、クルド人問題にはクルド人
居住地域の低開発の問題も含まれる。トルコ政府は
1980年に水利開発プロジェクト、「南東アナトリア開
発計画」（GAP）を立ち上げるなど、クルド人居住地
域の開発に力を入れてきたものの、低開発状態は解消
されていない。2016年のトルコ統計局の失業率の数字
をみると、トルコ全体の失業率が10.9％であったのに
対し、クルド人が多く住むマルディン県、バトマン県、
シュルナク県、シイルト県によって構成されるトルコ
の最南東部の失業率は28.3％であり、トルコ全体で最
も高い数値であった（参考文献③）。同地域が低開発
に喘ぐ要因として、PKKが同地域のインフラを破壊
したこと、トルコ政府とPKKの抗争が激しいこと、
天然資源に乏しいことなどが指摘できる。
●一枚岩ではないクルド人
トルコのクルド人組織ではHDPに連なる世俗主義
政党、 非合法武装組織では世俗主義の立場をとる
PKKだけに光が当たりがちであるが、トルコ国内だ
けでもクルド人とその組織は多様である。言語的には
クルマンジーと呼ばれるクルド語を話す人々が多数派
であるが、ザザと呼ばれる言語を話すクルド人も多い
⑵。また、スンナ派ムスリムのクルド人とシーア派ム
スリムのクルド人も多数存在する。スンナ派ムスリム
のクルド人の多くは公正発展党に投票している。公正
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